





































（古今書院 2018年8月 142ペ ー ジ 本 体 2,400円＋税）
一般に「地理オリンピック」というと「どのような
オリンピック？」と疑問を持たれる方も多いのではな
いだろうか。もちろん，国名や地名をどれだけ知って
いるかを競うものではない。地理的知識に基づいた思
考やスキルを用い，地域の特徴を見抜く力と，それを
的確に地図化し言葉で表現する力などを競い合う大会
で，国際科学オリンピックの一つとなっている。
本書は，「国際地理オリンピック (iGeo)」の紹介，
iGeoの選抜大会を兼ねる「科学地理オリンピック日本
選手権（日本選手権）」の参加方法ガイダンス， 3次
試験まで行われる日本選手権で過去に使用された問題
（マルチメデイアテスト〔選択肢問題〕，記述式テス
ト，フィールドワークテスト）を厳選し，解説を加え
＊筑波大学附属高等学校
-51 -
中村光貴＊
た問題集で編まれている。なお， 日本選手権の問題は
iGeoに準拠しており，成績優秀者が金，銀，銅メダリ
ストとして表彰されるとともに iGeo日本代表 4名が
選抜される。そのため，地理オリンピックヘの参加を
考えている高校生が身近にいる場合には，本書を是非
お勧めしていただきたい。
地理オリンピック開催のねらいに，地理的な素養を
用いて，持続可能な社会を広い視点から考え，協力し
て行動できる人間の育成がある。これは 日本の新学
習指導要領の地理とも関連しあっているといえるだろ
う。今後の地理教育が目指す姿を知る手がかりとし
て，本書を多くの方に活用していただきたい。
